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改修なった笹川トンネル

旺川部地から、肝川の右L；：附いに：Tt;屋敷にrnて、 加川崎'2?illt
り、 下横｝謡音？通って市町へ出るこのコースl之、昭和8年、現ff

のw:J11トンネJレが開通するまでは、1n:川部落の人たちにとって、

山！日1へ出る唯一のlilfi誼であった。

大正13年聞から恨JII 1・ン与Jレ開さくのA幽はあったが、とも

ff.j 、 昭和 7 午、 時の村長、 ！·~ JI：氏イiヱ門氏の時代、 El本経済：主

不政気のドンl丘、 IUfや付に失業者があふれた為に、政府は失業

数済事業をおこなって、これら失業¥i・存救済しようとした。

その失業紋済事業のーっとして村会の決議を経てト ンネ／レt

~lltJ＇蔵工に乙ぎつけた。

翌昭和 8年賀通、 一部どさ児：PlTを終って、県道田中～泊科~l:ll

場線として、 延長412mの供JIIトン－μレヵ：泊町への鼠知道路と

して登易した。.：＿1111与のお金で、総r'll傾37.535円也、 うたた今

日－の感にうたれるものがめる。

当時の山村部落m’Itでは、部総民の六万は、乙の概！｜｜｜・ンネ
ノレの期待できる交通の利便、↑作川3M~及び奥地体産資源のl地慌

を含む産業の興降、そしてまた七亜局等観光資源の開発等とは

うらはらに、トンネ／レをくぐり政けた／］、川t富良街の飲屋地帯：は、

村の青年に使利がよすぎるため、浪費 と不良化に役立つとし

て、乙れにl反対し、 正司l-•·いには部絡の協力はあま り得られなか

ったという。

ところが後日のぷではあるが、その心配はうら固とIllて、飲島

町の中を按ける道路は、 ひる伎の旬I］なく笹川の人たちの通行が

絶えず、かえ って.ti~ 、者は飲躍にもはいれない結果になった。

元屋敷をうl叫しなくなった為に立徴し穴のは下院尾、それま

では四軒余りの店があって、ことをi泊る人をみ村1手に商売繁礎、

今日その耐彫をわずかにのこすだけ。

合併後、彼Jllトンネ／νをくぐ って地鉱バλか阻・川に一日数件．

Uするようになった。笹川地区民あげての努JJが逐次突を結ん

で、Ill村地街としての交通不便は年毎に解消されてきている。

と乙ろが、年をおうて自動車の変i曲島はふえるに従って、ト

ンネル内の路面のいたみははたはだしく、また噂の大担化はー

凪ζれに拍車をかけるに至った。 l・ ンネ／レ改修工事歯工は地

区民の願いだった。

昨年10月11日、富山県議会の山村振興職員迎11lの県議b、大挙

して現地視撲をおこない、 中央公民館で懇談会を持った席上、

長井笹川区長の切々たる陳情もあって、即~に改修工事が施工

されることを約束して、山村過雌対策に県の開厳のほどを示し

た。

7月以来、 2月5日を工期限に、県臨館事業として工事が進

められてきたが、 8月豪雨の災害等もあって、 大幅に工事がお

くれ、 9月20日ょうやく開通した。

乙の工事は、ト ンネル内路面を30cm咽り下げ、路面舗装を強

聞にし、照明装置ゐ面白一新して、明るいトンネJレとして、笹

川地区へ行きかう人たちゃ車両に便利を与え、笹川峡、滋山ー・

・111；の観光開発にも大いなる役割りを県たすことであろう。

（編集委員~ 九里道守）

く写真撮題〉 きれいに舗装された笹川1トンネル
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岸
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三
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一
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の
後
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と
し
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木
常
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八
月
豪
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災
害
当
時
、
い
ち
早
く
到
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し
た
各
地
か
ら
の
見
舞
金
品
を
お
贈
り
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た
だ
い
た
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誌
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。
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ら
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れ
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家
庭
に
光
、
少
年
に
愛

グ
の
ニ

O
年

明
る
い
家
庭
。つ
く
り
に
は
た
ら
く
家
庭
裁
判
所

家
庭
の
平
和
を
守
り
、
非
行
少
年
を
健

全
に
育
て
る
た
め
、
家
庭
裁
判
所
が
で
き

て
か
ら
、
二

O
年
た
ち
ま
し
た
。

と
の
問
に
全
国
で
取
り
扱
っ
た
事
件
数

は
、
家
庭
に
関
す
る
審
判
事
件
が
約
五
五

八
万
件
、
調
停
事
件
が
約
八
九
万
件
、
ま

た
、
少
年
の
保
護
事
件
が
約
一
二
一
一
万
件

で
、
乙
の
ほ
か
家
庭
の
問
題
で
相
談
に
利

用
し
た
人
は
約
四
六
六
万
人
に
達
し
て
い

ま
す
。
事
件
の
内
訳
は
、
審
判
事
件
で
は
相
続

放
策
の
申
述
、
養
子
縁
組
の
許
可
、
名
の

変
更
許
可
、
調
停
事
件
で
は
離
婚
な
ど
の

夫
副
聞
の
も
め
ご
と
、
少
年
保
護
桜
件
で

は
窃
焼
、
傷
害
、
さ
ら
に
段
近
は
自
動
車

運
転
に
よ
る
業
務
上
過
失
致
死
傷
が
目
だ

ち
ま
す
。
一
方
、
家
庭
議
判
所
も
内
部
の
充
実
を

悶
り
、
事
件
を
糾
学
的
に
処
理
す
る
体
制

を
と
と
の
え
、
制
定
な
ど
で
定
め
ら
れ
た

的
務
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
な
制
度

を
設
け
、
申
立
て
が
容
易
に
で
き
る
よ
う

用
紙
を
慰
口
で
無
料
交
付
す
る
こ
と
に
し

少
年
の
再
犯
防
止
の
た
め
安
全
教
育
を
行

な
う
な
ど
、
利
用
さ
れ
や
す
い
よ
う
に
、

ま
た
、

問
題
の
根
本
的
な
解
決
の
た
め
、

つ
ね
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
国
民
か
ら
親
し

ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
つ
と
め
て
い
ま

す
の
で
、
明
る
い
家
・
低
づ
く
り
の
た
め
、

せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
．た
さ
い
。

（
富
山
家
庭
裁
判
所
）



間和 44年 10月 I0日
月刊 （毎月10日発行〉

朝日町決算状況報告
9月定例議会に提出、慎重な審議により認定

ひさあ（翼諸説編島）第170号

昭和43年度

(3) 
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公営企業会計（総支出
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般

会

計

決
算
総
額
は
、
議
入
四
億
七
千
八
百
七

万
円
、
議
出
四
億
六
千
九
百
十
五
万
円
と

な
り
、
実
質
収
支
八
百
九
十
ご
万
円
（
単

年
出
収
支
九
十
万
円
の
赤
字
）
と
ぼ
り
ま

し
た
。

V
地
方
交
付
視
は
全
体
の
－
一
＋
八
・
七
%

ま
ず
、
蔵
入
面
で
あ
り
ま
す
が
、
町
民

ωみ
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
町

民
税
、
固
定
資
産
税
の
ほ
か
、
軽
自
動
車

鋭
、
た
ば
こ
消
費
脱
な
ど
の
町
税
は
、
前

年
股
よ
り
も
九

・
七

%
伸
び
ま
し
た
。

ま
た
、
四
十
三
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
ま

し
た
道
路
に
関
す
る
費
用
に
あ
て
る
自
動

車
取
得
税
交
付
金
五
百
七
万
円
、
道
路
交

通
安
全
施
設
の
設
置
に
要
す
る
経
費
の
財

患
に
あ
て
る
た
め
、
交
通
安
全
対
策
特
別

交
付
金
二
十
五
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

普
通

交
付
税
の
伸
び
に
よ
り
一
悩
七
出
十
三
万

円
、
そ
の
ほ
か
、
減
税
政
策
の
一
環
と
し

て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
臨
時
減
税
補
て
ん
資

金
に
九
百
四
十
万
円
な
ど
、
乙
れ
ら
一
般

財
源
総
額
は
三
億
三
千
三
百
三
十
四
万
円

と
な
り
ま
し
て
、
歳
出
会
悼
の
六
十
九

・

し
%
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年
度
に

比
較
し
、

二

・
七
%
と
若
干
の
仰
び
が
あ

り
ま
し
た
も
の
の
、
一
般
財
源
の
中
に
し

め
る
固
か
ら
の
依
存
財
源
で
あ
り
ま
す
地

刈
変
付
税
が
四
十
一

・
四
%
と
、
依
然
大

き
な
比
重
を
し
め
て
い
ま
す
。

V
国
県
支
出
金
に
八
千
九
百
七
十
七
万
円

次
に
特
定
財
源
で
あ
り
ま
す
が
、
分
担

金
負
担
金
は
、
保
育
所
措
置
費
負
担
金
な

ど
で
一一
一千
凶
百
五
十
四
万
円
、
使
用
料
手

数
料
は
、
公
常
位
宅
使
用
料
、
し
尿
敵
取

手
数
料
な
ど
で
九
百
二
十

一
万
円
で
あ
り

ま
す
。ま
た
、
国
県
支
出
金
は
歳
入
総
額
の
十

八

・
八
%
で
あ
り
、
主
な
も
の
と
し
ま
し

て
、
仲
林
業
構
造
改
善
事
業
に

一
千
二
百
五

五
十
万
円
、
常
設
保
育
所
措
置
費
の
国
県

負
担
金
に
一
千
九
百
九
十
四
万
円
、
都
市

計
岡
市
灘
補
助
に
五
百
万
円
な
ど
で
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
西
部
保
育
所
新
築
、
グ

レ
ー
ダ
購
入
事
業
、
都
市
計
画
事
業
及
び

山
村
振
興
道
路
整
備
事
業
の
投
資
的
経
費

に
あ
て
ま
し
た
起
債
に
八
百
五
十
万
円
な

ど
、
総
額
一
億
四
千
四
百
七
十
四
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

V
歳
入
館
額
で
十
六
・
ニ
%
の
治

歳
入
全
体
的
に
は
、
前
年
度
よ
り
も
十

六

・
二

%
の
伸
び
で
、
六
千
六
百
六
十
一

万
円
の
増
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
町
税
に

つ
き
ま
し
て
は
、
課
税
客
体
の
把
昼
、
使

用
料
手
数
料
に
つ
い
て
も
適
確
な
年
間
収

入
を
見
込
み
、
さ
ら
に
、
国
県
支
出
金
に

つ
い
て
は
、
事
業
内
容
及
び
事
業
効
果
を

検
討
す
る
な
ど
今
後
と
も
労
力
す
べ
き
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

’v泊
病
院
会
計
繍
助
金

一
千
六
百
万
円

一
万
歳
仙
面
で
あ
り
ま
す
が
、
人
件
費

に
つ
き
ま
し
て
は
、
職
員
給
与
改
定
の
平

年
度
佑
．
議
員
委
員
等
の
報
酬
な
ど
で
全

体
の
三
十
四

・
五
%
を
し
め
し
、

一
惚
六

千
百
八
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
物
件

費
、
縦
持
補
修
費
等
の
経
常
的
経
費
に
つ

い
て
は
、
極
hH
、
経
費
の
節
減
に
つ
と
め

た
結
刷
吟
前
年
度
よ
り
も
若
干
の
埼
加
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
ω

ま
た
‘
扶
助
費
補
助
慣
に
つ
き
ま
し
て

は
、
泊
病
院
事
業
会
計
へ
の
負
担
金
一
千

六
百
八
十
七
万
円
、
東
部
店
側
生
処
理
組
合

負
担
命
三
百
九
万
円
、
さ
ら
に
は
附
拓
者

離
燥
封
筒
補
助
に
凶
五
十
万
円
な
ど
、
部

団
の
補
則
負
担
金
で
、
あ
わ
せ
て
六
千
百

三
十
八
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

V
投
資
的
経
費
に
一

一億一－一千
八
百
方
向

投
資
的
経
費
で
は
、
補
助
事
業
に
三
千

八
百
四
十
三
万
円
の
ほ
か
尚
単
独
事
業
に
七

千
八
百
九
十
三
万
円
、
さ
ら
に
は
災
害
復

旧
事
業
に
八
百
六
十
二
万
円
、
失
業
対
策

限
策
費
に
一
千
二
百
九
十
三
万
円
、
総
．撒

一
億
三
千
八
百
九
十
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。択に
、
町
が
い
ろ
ん
な
事
業
を
お
こ
す

た
め
、
国
や
県
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
起

債
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
返
済
に
要
す
る

元
利
償
還
金
が
三
千
百
四
十
八
万
円
、
‘
一

時
悩
入
金
利
子
に
つ
き
ま
し
て
は
、

資
金

収
支
の
計
画
的
な
運
営
に
よ
り
、
二
百
七

万
円
の
予
算
で
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
の

支
出
は
十
二
万
円
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
u

v国
保
会
計
へ
六
百
万
円
繰
出
し

繰
出
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
へ
赤
字
補
て
ん
資
金
と
し

て
六
百
万
円
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
に
は

起
債
の
一
部
元
利
補
給
金
と
し
て
の
百
四

十
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
泊
病
院
事
業
会
計

四
十
三
年
度
か
ら
公
営
企
業
法
の
適
用

を
受
け
、
独
立
原
算
制
を
た
て
ま
え
に
、

企
業
経
笛
の
合
毘
化
に
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
過
去
コ一
カ
年
聞
の
設
備

投
資
に
と
も
な
い
ま
す
資
金
約
返
済
は
ど

に
よ
り
、
総
収
支
二
千
五
百
六
十
八
万
円

の
赤
字
が
生
じ
ま
し
た
。

乙
れ
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
か
ら
の

補
て
ん
に
た
よ
ら
な
い
よ
う
な
笹
本
的
な

対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
企
業
経
世
の

赤
字
解
消
に
努
力
す
べ
き
覚
倍
で
あ
り
ま

す
。そ
の
他
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
全
般

的
に
前
年
度
と
比
岐
い
た
し
ま
し
で
も
、

内
容
的
な
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
省
略

い
た
し
ま
す
。

a
a
T
F
O
F
D
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朝日；町職員採用試験；公告
昭和44年 10月6日

薙

技術事務、及び単純業務に

－
 
－
 

E
E
E

，，
 中朝日町長

この試験は、役場（病院等出先機関を含む〉において、一般事務、

それぞれ従事する朝日町職員を採用するために行なうものです。

1.試験区分、採用予定人員及び受験資格

試 験 区 分｜ 係用予定人員 ｜ 受 験 資 格

(1) 昭和18年4月2日から昭和27年4月！日までに生まれた男子及び女子で
一 般事務職 若 干 名 朝日町に居住する者

(2) 学校教育法による高等学校、短期大学、大学（4年制）の卒業者及び昭

和45’手3月31日までの卒業・見込の者
技 術 職

若 干 名 (3）技術般については、上記のほか、学校において授術臓に必重要な謀彩（土
（土木、農業土木〉 木、農業土木のいずれか一つの課程〉を修得した者

l (1) 昭和18年4月2日から昭和25年4月 1日までに生まれた男子で、朝日町｜
単純労務職

若 干
に居住する者

（自動車運転手） 名 I (2）道路交通法による大型免許を有し、道路運送車両法による普通自動車の
運転経験が3年以上ある者

ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。

(1) 日本の国籍を有しない者

(2）禁治産者及び懲禁治産者

(3）禁乙以上司〉刑に処せられ、その執行を絞るまで、またはその執行を受げることがなくなるまでの者

(4｝朝日町において磁減免職の処分を受け、当該処分の日から2年を経過しなレ者
(5) 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはそわ下に成立した政府を暴｝］で破懐するζとを主彊する政党その他の

団体を結成し、またはとれに加入した者

午前8時30分から

会 議場

2.試験の日時、場所及び方法

、、，，レム
可

a
，，昭和44年 11月5日時日

議

方

内

(1）教 養話 験

公務員として必要な一般知識及び教養£ついて、筆記試験を行ないます

(2）作文試験（一般事務臓のみ）

文章による表現力、まとめ方等について行ないます

ω口述誌験
主として人物について、個別面接による試験を行／Jいます

(4）健康診断

主として胸部疾患の有無に重点、をおいて検査します

場役町日朝場

法

験試

受験資格の有無、申込書言の記載事項の真否、その他について行ないます

3.合格発表
昭和44年11月27日（木）、朝日町役場前掲示仮に公告するほか、受験者に合格、不合絡を通知します。

4.受付、申込手続
(1）受 ．付期間

イ．昭和44年:JO月16日（木）から昭和44年10月28日（火）まで受け付げます（平日午後51時、土曜日は正午まて・で、日曜
祭日は受け付けません。）

ロ．郵送の場合は、間利44年10月28日までの消印のあるものに限り受け付・けます。

(2) 申込用紙の請求

イ．申込用紙は、朝日町役弱町長室において交付します。

ロ．申込用紙を郵便で請求する場合は、 15円切手をはった、あて先明記の返信封筒を必ず同封してください。

3主調上身

aは

τrano

他

との試験の詳細については、朝日町役場町長室に問い合わせください。

のそ5. 
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一刻胃性｜慢

ひ

食
欲
の
秋
、
”
を
大
切
に

胃
の
嗣
子
を
藍
え
ま
し
ょ
う

慢
性
胃
炎
は
、
私
達
の
日
常
生
活
に
つ

な
が
り
の
探
い
病
気
の
一
つ
で
す
。
ど
れ

だ
げ
の
人
が
医
師
の
治
療
を
受
げ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
か
、
大
変
な
も
の
で
す
。

で
は
乙
の
病
気
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
A

う。

一
、
病
気
の
症
状

食
欲
不
振
、
胃
部
の
蛋
る
感
じ
、
も
た

礼・
9
H
0
・
し
、
む
ね
や
け
‘
は
き
気
、
む
か

つ
き
．
眠
吐
な
ど
あ
り
、
食
事
に
関
係

し
た
腹
痛
を
訴
え
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す。す
な
わ
ち
、
食
栓
の
痛
み
、
夜
間
の
錨

み
、
塑
腹
時
の
痛
み
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の

型
で
現
わ
れ
て
き
ま
す
c

一
般
に
舌
は
惇

い
白
笛
を
か
む
り
、
荒
れ
て
い
る
乙
と
が

多
い
。山
別
表
層
性
胃
炎
H
空
腹
時
、
む
ね
や

け
、
は
き
気
な
ど
覚
え
る
乙
と
が
多

、。
－
V
 

同
接
縮
性
胃
炎
H
と
服
部
の
持
続
的
な

圧
迫
感
、
食
欲
不
振
‘
は
き
け
、
全

身
が
だ
る
い
感
じ
ゃ
、
貧
刷
会
み
と

め
る
乙
と
が
多
い
。

仰
の
場
合
、
胃
カ
イ
ヨ
ウ
の
よ
う
な
症

状
を
示
す
乙
と
が
多
く
、
同
の
場
合
、
胃

さあ（併話~~~A~）第170号(5) 

が
ン
に
似
た
症
状
を
表
わ
し
ま
す
。

仰
の
場
合
の
く
り
か
え
し
が
、
例
へ
と

移
行
し
て
、
ま
す
ま
す
阻
り
に
く
く
な
り

ま
ず
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
早
い
う
ち
治
療
す

る
ζ

と
が
肝
心
で
す
。

二
、
原
因
は

食
事
の
過
量
摂
取
や
不
摂
生
な
ど
、
胃

粘
膜
を
刺
激
す
る
よ
う
な
食
品
、
た
と
え

ば
、
香
辛
料
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
慢
性
刺
激
、
ニ
コ
チ
ン
な
ど
、
ま
た

ア
レ
山ペ
キ
1
胃
炎
と
い
っ
て
、
卵
、
カ
ニ

イ
チ
ゴ
、
牛
乳
な
ど
を
と
っ
た
あ
と
に
お

こ
る
も
の
、
最
近
で
は
、
精
神
的
な
過
労

や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
強
い
感
動
に
よ
っ
て

お
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
一
一
、
年
令
で
は

二
O
才
以
上
に
般
も
多
く
、
三

O
代、

四
つ
代
、
五

O
代
の
順
位
で
す
。
表
脳
性

円
炎
は
、
者
い
人
に
多
く
、
萎
縮
性
円
炎

は
、
高
年
令
者
に
多
い
。

四
、
食
事
の
注
意

的
一
回
の
食
事
の
置
は
も
た
れ
な
い
程

度
、

「
腹
八
分
目
一

同
食
事
の
種
類
H
脂
肪
分
が
極
端
に
多

い
も
の
、
消
化
が
と
く
に
悪
い
も
の

イ
ヵ
、
カ
ニ
は
制
限
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

川
円
盤
臼
賀
、
ビ
タ
ミ
ン
類
を
不
足
し
な

い
よ
う
に
。

伺
食
欲
が
不
十
分
な
と
き
、
と
く
に
夏

季
に
は
、

b
ν
l
、
酢
の
も
の
な
と

の
香
辛
料
や
‘
少
鼠
の
ア
W
コ
l

w

を
用
い
て
、
食
欲
を
そ
そ
る
の
も
よ

い
。
た
だ
し
白
を
越
さ
ぬ
よ
う
に
。

制
あ
き
の
こ
な
い
食
事
に
す
る
こ
と
。

五
、
一
般
午
前
問
時

慢
性
胃
炎
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

普
通
の
生
活
を
送
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う

引
込
み
思
案
に
な
る
よ
り
も
、
積
極
的
に

運
動
を
し
た
り
、
レ
ク
リ
エ
1

シ
雲
ン
な

ど
に
精
を
入
れ
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す

ク
ヨ
ク
ヨ
す
る
の
が
病
気
を
磁
く
し
ま
す

心
身
と
も
に
過
労
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
脈

眠
不
足
は
再
発
の
原
因
と
な
る
か
ら
注
越

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
症
状
が
な
く
て
も
、
一
年
に
二
度

ぐ
ら
い
は
胃
の
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う

。

（

民
生
課）

郵

便

局

だ

よ

り

全
国
版
郵
便
番
号
簿
を
配
布
し
ま
す

昨
年
、
郵
便
添
号
簿
の
家
庭
版
を
各
一円

に
配
布
し
ま
し
た
が
、
今
般
吏
に
、
全
国

版
を
、
九
月
ご
日
か
ら
十
月
十
日
ま
で
の

聞
に
配
布
し
ま
す
。

十
月
十
日
以
降
配
市
も
れ
の
家
嵯
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
韮
急
的
郵
便
局
へ

C
連
絡

く
だ
さ
い
。

簡
易
保
険
が
傷
害
保
険

（特
約
）

を
発
売
中

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
交
通
事
政

や
思
わ
ぬ
災
害
な
ど
で
死
亡
し
た
り
傷
つ

い
た
り
し
て
い
る
人
が
ふ
え
て
小
る
と
と

ろ
か
ら
、
九
月
一
日
か
ふ
－h
傷
害
特
約
h
q

を
取
り
敬
う
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
備
宮
特
約
は
、
簡
易
保
険
の
全
部

書

館

だ

よ

り

図

ハ〆
新
着
図
書
V

風

土

記

と

や

ま

北

日

本

放

送
K
K

人
使
い
ア
イ
デ
ア
集
近
藤
唯
之

わ
れ
ら
月
凶
に
立
つ
講
談
社

う

そ

つ

き

良

品

協

司

符

孝

新
し
い
住
宅
（
秋
）
実
業
之
日
本
社

わ
が
家
の
日
脚
修
卸
全
純
白
自
国
民
社

日
本
の
詩
歌

民

間

子

制

国

民

の

文

学

白

井

喬

二

源

九

郎

甥

爽

記

柴

田

練

三

郎

冬

の

旅

立

原

正

秋

蒼
い
蛇
｛
明
、
後
）
戸
川
島
子

の
穐
類
に
セ
ッ
ト
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

手
曜
に
加
入
い
た
だ
け
ま
す
。

傷
窃
特
約
に
つ
い
て
の
保
険
金
と
保
険

期
間
は
も
と
に
な
る
保
険
と
同
じ
で
、

働

け
金
は
年
令
、
職
業
に
関
係
な
く
、
保
険

金
一

ハ
O
万
円
に
つ
き
月
額
二
O
O円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
金
は
思
わ
ぬ
事
故
で
死
亡
し
た
り

身
俸
障
害
に
な
っ
た
り
、
治
療
の
た
め
入

院
し
た
と
き
な
ど
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
郵
便
局
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ

い

。

（

泊

郵

便

局

〉

バ
イ
ク
に
雑
音
防
止
器
を

ー
無
料
取
付
け
遭
動
｜

今
月
は
、
全
開
雑
音

一
掃
運
動
月
間
で

す。－M
山
県
雑
音
防
止
協
融
会
で
は
、
月
間

行
事
と
し
て
、
バ
イ
ク
得
に
雑
音
防
止
保

冷
傾
料
で
取
付
け
る
運
動
を
行
な
い
ま
す

雑
音
防
止
器
取
付
け
と
希
望
の
方
は、

当
日
無
料
取
勺
け
い
た
し
ま
ず
か
ら
会
場

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

。

日

時

十

月

十

五

日

午

前
十
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で

朝
日
町
役
場
憤
広
場

（
総
務
課
」

。
場

所

元

禄

小

説

木

間

条

範

夫

道

あ

り

き

三

浦

絞

了

ハ
寄
蝉
図
・

v

貴
重
な
資
料
を
と
寄
付
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
探
く

感
謝
い
た
し
ま
9
。

一
、
笛
給
一
間
（
あ
る
泊
気
あ
る
記
録
〉

「
サ
崎
消
松
殿

て

由

緒

一
附
（
現
代
尚
学
金
州
知
）

山
田
三
郎
殿

て
替
措
十
五
冊
（
昭
和
文
学
金
集
外
）

佐
藤
才
古
殿

一
、
書
籍
二
冊
（
支
那
事
変
事
其
附
削
nu－

竹
中
腹
太
郎
車

入

υr一一’
i

・

収

t副
油
国

円

／

匂

h

万

川

F

O
た
ば
こ
は
町
内
で

…’
 

…
日
航
買
い
ま
し
ょ
う

a－－
・
4
E
E・

川

！
 

…

く

で

昭
和
四
十
三
年
度
に
…

．

胡
日
町
へ
約

て

六

O
附

つ

｝

」

川

O
万
円
の
た
ば
こ
消
費
削

川

び

ば

税
が
入
り
ま
し
た
。

…

は

た

贈
り
も
の
に
は
町
内

…

川

、

で
た
ば
乙
を
お
買
い
求

川

’

’

 

川

；

め
く
．
た
さ
い
。

，
 

川

こ

こ
の
金
が
、
近
所
の

…

川

道

路

や

栂

に

な

り

ま

す

川

川

（
税
務
課
）
’

”

’
、
＝
’
H
a

：こ
2
一
’
d

二
七
必
靴
下
顎
げ
1
J

、！ 

川

f
’

だ
め
よ
一
．
ヲ
ゲ
作
U
てJ
F

プ
／
』Y

山

…
〈
ぬ
c

＆…

…
放
民
出
る
の
司

，

町
で
た
司

ご
を

…
岡
田
突
っ
て
か
－
b
：：

．

…

z－z－gE－
・・
Z
E
－
－
童
三
一2
2・2
2
2
a
＝－
2
S
三
三
玉
主
主
主
主
－z
z
z・2
2華
Z
韮
冨
主
宰
－
－
冒



…
選

挙

と

は

ω

…
・
：
・
・
：
：
：
知

っ

て

お

き

た

い

選

挙

の

知

識

：・

一

(6) 
阻和 44年 10月 I0日
月刊〈毎月10日発行）

ん
γ

人
が
い
る
の
に

人
が
い
な
い

ク

人
が
い
る
の
に
人
が
い
な
い
。
と
れ
が

人
の
世
か
。
数
え
る
の
に
骨
が
折
れ
る
位

多
く
人
が
い
る
の
に
：
：
：
さ
て
、
適
荷
は

と
、
顔
、
顔
、
顔
と
思
い
浮
か
べ
て
見
る

そ
の
人
材
を
見
つ
げ
る
に
、
こ
れ
ま
た
、

骨
の
折
れ
る
乙
と
は
な
は
だ
し
い。

今
ま
で
の
政
治
家
か
ら
、

次
の
タ
イ
プ

の
人
を
見
つ
け
る
の
は
、
極
め
て
た
や
す

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

八
悪
太
郎
さ
ん
の
う
た
V

①
悪
太
郎
さ
ん
悪
太
郎
さ
ん

ポ
ッ
ケ
に
入
れ

た

札

束
を

一
つ
わ
た
し
に

く

だ

さ
い
な

①
や
り
ま
し
ょ
う

や
り
ま
し
ょ
う

こ
ん
ど
の
選
挙
の
浬
動
に

壊
を
ふ
や
せ
ば

や
り
ま
し
ょ
う

①
行
き
ま
し
ょ
う

行
き
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
為

な

ら

ど
ζ

ま
で
も

子
分
に
な
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う

＠
そ
り
ゃ
進
め
そ
り
ゃ
進
め

選
挙
違
反
何
の
そ
の

だ
ま
し
て
し
ま
え
有
権
者

①
お
も
し
ろ
い
お
も
し
ろ
い

の
乙
ら
ず
岡
市
を

買
い
集
め

毘
高
点
だ

そ

れ

ふ
や
せ

①
万
万

才

万

万
才

子
分
の
A
君

B
さ
ん
よ

の
み
ね
え
食
い
ね
え

そ
れ
み
や
げ

こ
れ
で
は、

正
に
ヤ
ク
ザ
の
社
会
で
は

な
い
か
と
聞
く
ら
う
。
も
し
乙
れ
に
似
た

よ
う
な
こ
と
が
常
識
化
さ
れ
た
所
で
は、

正
し
い
政
治
が
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
か

役
得
議
菌
、
附
喫
離
島
、
汚
職
議
員
、

賛
成
議
員
、

町
内
会
議
員
．
磁
場
外
大
宮

壮
語
識
昌
等
々
の
悪
太
郎
型
、
不
良
治
型

有
名
無
実
型
議
員
が
、
こ
の
よ
う
な
有
権

ひさあ（震箱詰鎚高）第170号

者
の
苗
代
か
ら
ス
タ
ス
ク
育
ち
、
ユ
ウ
ユ

ウ
と
当
選
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

乙
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
が
、
汚
れ
た
政

治
、
た
だ
れ
た
政
治
を
つ
く
る
の
で
は
な

ー
、。

L
V
由
Hこ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
の
心
に
は
、
黒

い
甥
が
一

パ
イ
立
ち
乙
め
て
い
る
の
で
、

外
だ
り
し
か
見
え
ぬ。

だ
か
ら
、
乙
の
類

の
も
の
ほ
ど
、
あ
れ
が
わ
る
い
、
乙
れ
が

わ
る
い
と
叫
び
あ
る
く
か
ら
、
仕
末
が
わ

，、J
、‘《
V

・41
白

Vそ
れ
で
、
も
う

一
度
、
政
治
家
に
は
ど

の
よ
う
な
人
が
望
ま
し
い
か
、
そ
の
性
質

や
品
格
や
能
力
等
に
つ
い
て
、
深
く
考
え

て
み
た
い
。

有
権
者
の
方
々
に
再
考
し
て
い
た
だ
く
手

が
か
り
に
、
次
に
い
く
つ
か
の
性
能
を
列

記
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

八
政
治
家
の
人
が
ら
、
能
力
等
？
V

正
直
、
勤
勉
、

実
直
、
堅
実
、
明
朗
、

熱
心
、
誠
実
、

円
満、

陽
気
、
正
義
畿
、

「
消

防

署

－P
ら

マ
防
火
管
理
者
講
習
会

①
実
施
場
所
、
期
臼
、
並
び
に
申
請
の
受

付
期
間

黒
部
市
川
月
お
目
、

m日
H
黒
部
市
庁
舎

申
請
受
付
叩
月
間
日
i
お
日

富
山
市
川
月
幻
目
、
m
m
BH
県
尚
防
学
校

申
舗
受
付

け
月
5
Ei
辺
日

砺
波
市
川
月
初
日
、
引
臼
H
市
商
工
会
館

申
請
受

付

叩

月
初
日

t
H
月
山
日

※
受
講
者
は
希
望
す
る
会
場
で
受
講
で

京
版
快
活
、
制
心
、

実
行
力
、
信
制
性
、

包
容
力
、
常
識
人
、
博
学
、
研
究
心
、
ま

と
め
る
カ
、
人
心
収
ら
ん
力
、
高
い
学
陸

信
念
日油土
、
気
仙
叫
が
あ
る
、
外
従
的
方
盛

話
じ
よ
う
ず
、
聞
き
じ
よ
う
ず
、
先
見
の

明
、
如
才
な
い
、
世
話
好
き
、
愛
想
よ
い

純
潔
型
、
公
の
為
に
私
剰
を
お
さ
え
得
る

入
、
頼
ま
れ
た
と
と
は
万
難
を
払
い
の
け

て
実
現
す
る
よ
う
努
め
る
人
、
人
の
意
見

は
よ
く
き
く
が
迎
合
せ
ぬ
人
、
筒
閥
併
せ

の
め
る
人、

く
れ
る
も
の
は
速
胤
な
く
も

ら
い
出
す
べ
き
は
惜
し
げ
な
く
出
す
人、

閉
収
賄
の
良
い
の
搬
い
な
人
、

自
分
も
も

う
け
る
が
人
に
も
も
う
け
さ
せ
る
人、

公

私
混
同
せ
ぬ
人、

出
身
地
区
の
為
に
の
み

精
一
ば
い
働
く
人
、
金
町

・
全
県
・
全
国

的
視
野
に
立
っ

て
公
平
に
カ
を
尽
く
す
人

機
会
を
と
ら
え
て
は
オ
ゴ
ッ
テ
く
れ
る
人

で
き
ご
と
あ
る
都
度
か
け
つ
け
た
り
祝
品

香
典
花
輪
、
祝
電
弔
．
也
を
く
れ
る
人、

年

賀
状
は
泊
中
見
鮮
の
外、

時
折
り
使
り
く
れ

る
人
、
機
会
を
つ
く
っ
て
は
政
治
郎
議
会

を
聞
く
人

と
れ
ら
を
手
が
か
り
に
、
あ
な
た
の
政

治
家
の
理
想
像
を
描
い
て
み
て
く
．たさ
い

（明
正
選
拳
推
進
協
議
会
）

き
る

①
受
講
希
望
者
は
申
請
書
を
所
暢
消
防
署

（ま
た
は
市
町
村
長
）
を
通
じ
て
、
知
事

（
以
尚
防
刑
判
）

あ
て
に
促
出
す
る
こ
と
。

マ
危
険
物
取
扱
主
任
者
試
験

用
部
危
険
物
取
般
主
任
指

乙
圏
危
険
物
取
扱
主
任
者

①
試
験
期
日
十

一
月
九
日

①
訊
験
会
場
富
山
市

（芝
圏
中
学
）

高
岡
市
（
高
岡
工
豆
腐
佼
）

魚
出
市
（
魚
川
印
削
部
中
学
〉

詳
細
は
消
防
本
部
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

V

‘．、
。

d
g
aν 

巾
前
用
紙
等
は
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

（朝
日
町
消
防
本
部）
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便事教室

ひ

地
力
を
つ
け
よ
う

米
を
明
収
す
る
為
に
は
、
稲
が
健
康
に

作
ら
れ
る
乙
と
が
興

一
の
条
件
で
あ
り
、

乙
と
に
消
費
地
が
微
迎
す
る
良
質
米
を
生

産
す
る
為
に
は
、
基
盤
で
あ
る
土
壌
に
地

力
が
あ
る
ζ

と
で
あ
る
。

稲
の
収
量
の
七

O
I
八

OMmま
で
は
、

土
壊
か
ら
供
給
さ
れ
る
諸
養
分
に
依
存
し

て
お
り
、
ま
た
土
壊
の
諸
性
質
は
、
養
分
の

供
給
力
ば
か
り
で
な
く
、
そ
ζ

に
育
つ
稲

の
環
境
に
適
切
な
住
み
家
と
な
る
か
否
か

を
決
定
す
る
嬰
悶
を
も
っ
て
い
る
。

乙
と
わ
ざ
に
「
健
全
な
身
体
に
健
全
な

る
精
神
が
宿
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

稲
と
て
も
健
全
な
稲
に
良
質
米
が
生
産
さ

れ
る
と
一
ぶ
っ

て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

し
か
る
に
最
近
の
農
家
は
他
産
業
へ
の

依
存
度
が
高
く
、
従
っ
て
農
業
労
働
力
の

減
少
と
な
り
、
地
力
地
強
に
必
要
な
堆
厩

肥
の
期
胞
が
凶
蛾
制
さ
れ
て
き
て
い
る
。

は
な
は
だ
し
い
例
と
し
て
は
、

ワ
ラ
を
燃

や
し
て
い
る
膿
鋭
も
あ
る
。
こ
の
為
、
年

々
地
力
が
収
簿
さ
れ
て
低
下
し
、
病
出
虫

や
倒
伏
、
そ
の
他
の
災
害
を
誘
発
し
、
産

米
の
品
質
低
下
を
来
し
て
い
る
。

是
非
、
今
の
う
ち
に
、
来
年
の
地
力
を

つ
り
る
方
法
を
考
え
て
、
択
の
事
を
実
施

し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は

「
稲
ワ
ラ
と
桂
酸
石
灰
」
を
胞
附
す
る
こ

と
で
あ
る
。

先
ず
稲
ワ
ラ
は
胤
舶
の
供
給
源
と
し
て

効
果
が
あ
り
、
土
の
保
肥
力
と
有
害
物
質

さあ（野議長易会号）第170号(7) 

の
作
用
を
抑
制
す
る
カ
ン
シ
ョ
ウ
能
力
を

高
め
、
ワ
ヲ
に
含
ま
れ
て
い
る
瑳
酸
、
加
盟

や
そ
の
他
の
養
分
が
土
に
還
元
さ
れ
る
。

し
か
も
、
分
解
を
促
す
為
に
は
、
秋
作
業

終
り
次
第
早
め
に
施
す
乙
と
が
必
袈
で
あ

る。択
に
珪
酸
石
灰
で
あ
る
が
、
ワ
ヲ
の
分

解
を
間
半
め
る
為
に
、
珪
酸
石
灰
を
同
時
に

施
用
す
る
こ
と
、
秋
施
用
す
る
と
成
分
が

流
に
す
る
こ
と
を
心
配
す
る
向
さ
も
あ
る

が
、
ほ
と
ん
ど
流
れ
な
い
こ
と
が
試
験
場

で
立
抗
さ
れ
て
い
る
の
で
安
心
し
て
胤
用

し
て
ほ
し
い
。

な
お
、
臨
用
基
準
撞
は
択
の
と
お
り

〈一

0
ア
ー
ル
当
り
）

①
稲
ワ
ラ

老
朽
佑
水
団
関

O
O－－呼

普

通

乾

田

五

0
0・匂

半

根

回

三

O
O
匂

①

珪

酸

石

氏

＝

o
C旬
以
上

（
入
替
操
業
改
良
普
及
所
朝
日
支
所
）

一
朝
日
町
青
年
祭

勢一
体
育
の
部

十
一
月
九
日
（
日
）
午
前
八
時
三

O
分

泊
中
学
校

ソ
7
ト
ボ

l
w．
卓
球
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
（
男
女
）

＊
文
化
の
部

十
一

月
七
日
（
金
〉

t
九
日
（
日
）

棚
田
町
中
央
公
民
館
講
堂

美
術
展
、
校
下
聞
の
歴
史
発
表
展

女
子
活
動
発
表
展
、
情
釘
作
品
殴

（
朝
国
町
迎
合
背
年
間
〉

i ~ !! 
j健町 員！I 
康県の 11
；保毘せ （i
., l横目 い

！税税 き！、 ノJ..I 

＇. ~ は ；
l期 l
白分 I 

,¥ ~ ; 
一 J

町
民
の
声
募
集

八
応
募
規
定
〉

ω内
容
町
政
等
に
対
す
る
と
意
見
で
も

質
問
で
も
結
構
で
す
。
質
問
に
対
し
て

は
担
当
者
の
答
え
を
記
載
し
ま
す
。

但
し
、
原
稿
の
取
捨
選
択
は
「
あ
さ

ひ
一
編
集
委
員
会
に

一
任
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

間
原
稿
は
三

O
O
字
以
内
と
す
る。

ω…
仙
持
者
は
住
所
、
氏
名
を
は
っ
き
り
記

入
し
．
陪
名
掲
載
会
希
望
す
る
場
合
は

そ
の
自
記
し
て
く
．
た
♂
い
。

ω傍
片
二
十
五
日
ま
で
に
応
募
さ
れ
た
も

の
に
限
り
笠
月
号
に
掲
献
し
ま
す
。

削
応
持
先

制
U
町
教
育
委
員
会
事
務
局
内

あ
さ
ひ
編
集
委
員
会

（
あ
さ
ひ
編
集
要
員
会
）

よ
ろ
こ
び
の
人

マ
東
草
野
H
藤
田
峰
雄
、
入
善
町
H
氷
山

順
子
マ
草
野
川
折
戸
男
、
石
川
県
H
斉
疎

待
子
マ
沼
保
日
限
開
拓
地
、
八
尾
町
リ
小

沌
訓
子一
お

め

で

た

マ
道
下
H
庁
山
旨
夫
長
男

間

一
郎
マ

東
草
野
H
寺
田
俊
夫

二
男
栄
治
マ
東

車
野
H
位
田
正
久

三
男
久
志
マ
泊
H

舟

見

芳

政

長

男

誠

悦
マ
東
草
野
H
宝

水

佳

夫

長

田

大

介

マ
横
尾
H
武
田
則

昭

二
男

俊

之

マ
間
保
H
永
井
修

長

交
白
川
晶
子
円V
荒
川
U
玉
品
一
一
縦
長
男

躍
マ
横
尾
U
山
下
忠
通

長
女

チ
ズ
マ

殿
町
日
横

問

良

一

長

骨

折

仁
マ
沼
保

H
中

川

稔

夫

二

女

圭
マ
泊
H
土
居
等

一
一
男
利
則
マ
宮
崎
U
H
水
島
久
夫
長
女

え
り
子
マ
山
崎
H
七

沢

繁

政

長

男

健

司
マ
下
山
新
H
稲

村

功

長

男

カ

マ
道

下
H
越
閣
勲
長
女
勢
津
子
マ
舟
川
新

ド
山

崎

縦

長

女

明

子
マ
山
崎
H
山友
達

竹
雄

三
男

勝

雄

マ
w
T
柳
H
石
紀
己
引

長
男
先
一

マ
京
都
野
H
佐
藤
明

長
男

智
マ
赤
川
H
浜
川
秀

蹴

畏

男

秀

和

マ

南
保
uu
長
谷
弘

一
長
男
和
也
マ
南
保

柏
木
通
忠
二
女
久
美
子
マ
横
水
H
広

川
林

造

長

女

質

治

マ
泊
U
扇
谷
忠
明

長

女

恵

子
マ
笹
川
H
折
谷
番
長
女

希
代
乃
マ
大
家
庄
H
大

倉

磁

長

女

机

子
マ
下
山
新
H
梅

沢

静

夫

二

女

明
美

羽
川
川
引
け
勺
一

南
保
H
山
本
仁
三
次
郎
〈
七
九
〉
マ
境
H

和
泉
市
太
郎
（
六
五
〉
マ
泊
目
寺
井
光
正

（
三
五
）
マ
桜
町
H
松
井
憲
作
（
七

O
）

マ
山
崎
H
長
障
害
久
（
七
五
〉
マ
赤
川
H

佐
渡
松
夫
（
七
一

C

V
金
山
日
高
田
ひ
ろ

（八一一）

マ
道
下
H
長
芥
政
次
郎
（
六
九
）

マ
山
附
H
山
本
ア
ヤ

へ七

O
）
マ
金
山
H

消
水
川
助
（
七
一一）

マ
山
崎
H
水
野
静
夫

会ハ）

マ
平
柳
ド
池
原
啓
一
二
（
七
九
〉

マ
泊
リ
田
中
シ
カ
（
六
回
）
マ
横
尾
H
細

川
を
と
〈
六
回
〉

マ
南
保
H
土
井
宗
太
郎

（
五
八
）
マ
横
尾
H
木
村
順
蔵

（八

O
）

八
朝
日
町
の
人
口

V

（八
月
三
十
一
日
現
在
）

九、

三
八
九
人

一O
、
八

O
二
人

二
O
、

一
九
一
人

玉、

O
五
三
世
帯

ti!：計女男

数

a江
守

F
H
U
守
，
．
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0印 lま米殉者
山崎市次郎さん

東
0
0
つd

0
2

4
・

O
M
V
A守

o
hゲ戸
b

。前小煩小関強関大強大横
2頭ぉ治結脇出脇関出関綱

山
崎
市
次
郎

草

原

も

と

大

沢

た

け

浜

り

せ

坂

東

り

せ

坂

東

よ

し

沢
田
繁
次
郎

大
久
保
よ
き

水

島

つ

よ

上

回

と

よ

米
丘
米
次
郎

谷

口

ゑ

と

水

野

む

て

舟
川
新

花

房

草

野
赤

川

宮
本
町

清
水
町

月

山

柳

削

境高

畠

蛭

谷
小

更

辻
岩
崎

91 92 92 !J2 96 89 89 89 90 90 90 90 91 

E
E
一朝

日

町

長

1
中

川

薙

一
曲
家
御
免

花開のよさん

西

。。
3

0
0
4
，
 

O
O
R
d
 

前小娘 小関強明大狽大横
頭結出結絵出脇明出関綱2 6 

。，ク ／／ //" 

10 9 8 7 

金建高高大背竹谷竹松永永花

井部桜問弁木内 内 原 仁！口開

亡と久 ち諒岩
り口ふさも与 りは
次 'fX 七 ＇（R
よ郎じ郎 ととよ松郎郎よな

87 87 87 87 88 88 88 88 88 88 88 88 88 

。 。グノ＇I ~／ // //  ／／ ク

19 18 17 16 15 14 13 12 11 

ち

ょ

桜金金横 飽： 谷笹蛭花花辻
’ム.（
fコ

川谷房 房崎

中

Jll理

諸ミ

朝
日
町
社
会
福
一

役
一祉
協
議
会
長

一司
一敬

老 町山山水川

タ十 ／／ // // // 

2両 2322 21 2日

上

不

水

島

み

よ

安

達

石

次

郎

谷

口

里

て

花

房

ふ

み

水

島

普

造

竹

中

清

太

郎

竹

森

拾

次

郎

中

村

よ

き

浜

川

こ

と

沢

田

ち

い

田

中

ち

い

岡

田

み

よ

平

柳

捨

次

郎

。
3 4 5 

。
6 。ゥ18 

// // 

10 9 

い

と

86 86 86 86 86 86 86 86 86 86 87 87 87 87 

平舟平金赤 寓中上宮中小辻境山
川 本道 岩崎
柳新柳山川町町下崎町更崎 越

の

日
JC 

朝
夕日
ラ町
プ老
連人
必』
ロ
4』
;:z:i; 

h

q

m

一
問
問

。
引

一
山

問

。
泣
一
西
国

グ
幻

一
舟

本

十
両

一
道

用

。2
一
長

弁

。3
一
松

原

一
青
木

一
上

沢

一
水

島

一
米

丘

二
期

内

一
花

房

一
竹

内

〆ク

4 
ク

5 6 
。
7 8 

ペ~ // 

10 9 

さ

と

れる小うやすりうゑちふはち

いい平めいピ村めといじるよ

取

上哲
島喜
栄議
作長

検査

長朝ラ朝

［日プ日町連町
民合老
生会人
課長ク

行

九昭
月和
十四
五十
E回
調年

勧進

朝
日
町

民

生

加ふ

ねさ よ

88 89 89 90 90 90 90 91 91 92 92 92 93 

辻川一口崎

山
崎
新

桜

町
蛭

谷

上

町

宮

崎

下
山
新

殿

町

上
横
尾

山

時

川

川

辻
岩
崎

大
家
庄

境

水名谷 戸 藤本能加大松大大花

島越 坂井田沢藤菅原島チ1ニ鰐

しょ臨ふふチすちぎ奈の

き松ででヨ いいよ郎 よ

水

野

伊

三

古

関

谷

口

も

と

回

水

野

市

次

郎

m

h
q

川

南

茂

せ

き

回

9
H

青
島
武
右
エ
門
部

。
ロ

柚

木

界

問

。

日

水

鳥

与

三

次

郎

グ
凶

常

石

さ

と

一
回

。
目

角

丸

仁
之
次
郎

u

h
q

同

一
岡

県

境

し

げ

釘

ク
げ

一
清
水
筒
お
エ
門

U

hv

同

一

越

間

ち

ゑ

U

O

川

一

増

山

ち

い

訂

。
7 8 9 

上下金平殿境麟小羽桜辻 ／］＼ j士
道道 岩岩
下下山柳町 塚 更入町 ｜崎~崎

町
一
町
南
保

町

一
辻
岩
崎

町

一

月

山

町

一

上

阿

部

－
竹
ノ
内

部

一
笹

川

部

一
蛭

谷

部

一
元
屋
般

活

一
筒
市
川
町

i
・
1
J
U

前

一

宮

崎

随

一

蛭

谷

邸

一

笹

川

部

一

本

町

邸

一

笹

川

a品
τ
F
D
n
x
u

の

所

設

談相

開

政行

①
巡
回
行
政
相
談
所
（
各
会
場
と
も
午
後

一
時
三
O
分
か
ら
四
時
ま
で
）

O
十
月
十
五
日
笹
川
農
協

O
十
月
十
七
日
五
箇
圧
農
協

O
十
月
三
十
日

大
家
庄
農
協

八
担
当
V

行
政
相
談
委
員
川
上
嘉
一

朝
日
町
町
長
室

①
定
例
行
政
相
談
所

十
月
十
六
日
（
毎
月
第

一
月
曜
日
）

午
前
十
時
i
午
後
四
時

朝
日
町
婦
人
会
館

八
担
当
V

行
政
相
談
委
員

川
上
嘉
一
（
町
長
室
）

マ
十
月
の
人
権
法
律
相
談

十
月
十
七
日

（金）

午
前
十
時

t
午
後
四
時

朝
日
町
職
工
会
館

当
日
は
、
擁
護
委
員
、
法
務
局
の
外
に

弁
護
士
会
か
ら
も
出
席
苫
れ
ま
す
。

戸
総
務
課
）

一

先
月
の
交
通
事
故

一

（朝
日
町
管
内
）

ム

一

件

数

一
O
件

一

…

死

亡

者

一

人

一

…

負

傷

者

二

ハ

人

一

一

編

集

兼

発

行

朝

日

町

役

場

一

印

刷

所

岡

越

印

刷

一

送

料

六

円

一
定

価

六

円

一
郵

便

番

号

九

三

九

l
O七


